
#D02

広帯域・高精度な量子光生成・検出技術により、光量子計算機を高速化・大規模化します
光量子コンピュータを実現するデバイス技術

光量子コンピュータの課題は、高品質な量子光を生成し、その状態を検出することにあります。
さらには、量子光を低損失に扱う必要があります。これらの実現には、高精度な光デバイス技術
が不可欠です。光デバイス作製には微細加工技術が重要であり、高度な加工技術の追求が、光量
子コンピュータの実現に欠かせません。
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NTTが長年培った高精度な光デバイス加工技術をもとに、光量子コンピュータの心臓部となる広
帯域・高精度な量子光生成・検出を実現します。

研究目標  – 成果

01
• NTT独自の製造方法で作製された高効率低

損失な広帯域光デバイス
• NTTが強みとする光通信技術融合させる高

速光量子検出技術

要素技術 02
NTTが開発した量子光源により、量子ノイズ
圧縮85％超を達成し、広帯域動作が可能な導
波路型デバイスにおける世界最高値を実現。
光通信技術との融合により、世界最速63GHz
量子もつれ生成・検出も実証
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